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暮らし全般について



1 現在の暮らし向き

11

 現在の暮らし向きについて、「満⾜層」（「十分満⾜している」＋「十分とはいえないが、⼀応満⾜している」）の割合は70.8％。
 過去の調査結果から概ね横ばいとなっている。

Q1 今のご自分の暮らし向きについて、あてはまるものを１つだけ選んでください。(SA)

(%)

十分満⾜している 十分とはいえないが、
⼀応満⾜している まだまだ不満だ きわめて不満だ わからない 無回答

令和５年度 70.8 25.9

令和２年度 74.7 22.6

平成29年度 73.7 23.9

平成26年度 66.6 30.5

満⾜層 不満⾜層

満⾜層 不満⾜層

14.1

10.7

11.6

9.8

56.7

64.0

62.1

56.8

19.4

17.7

17.9

23.4

6.5

4.9

6.0

7.1

2.0

2.4

2.2

2.4

1.3

0.4

0.3

0.5



1 現在の暮らし向き〜続き（属性別）
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 生活圏別にみると、広島地方生活圏における「満⾜層」の割合が73.1％と他の生活圏と⽐べて高い。
 性別にみると、⼥性層で「満⾜層」の割合が72.1％と、男性層を1.5ポイント上回っている。
 年代別にみると、70歳以上で「満⾜層」の割合が76.0％とやや高い。

Q1 今のご自分の暮らし向きについて、あてはまるものを１つだけ選んでください。(SA)

(%)

十分満⾜している 十分とはいえないが、
⼀応満⾜している まだまだ不満だ きわめて不満だ わからない 無回答

70.8 25.9

広島地方生活圏 73.1 23.9

備後地方生活圏 65.8 30.3

備北地方生活圏 62.8 33.8

男性 70.6 26.2

⼥性 72.1 25.6

18〜19歳 75.7 0.0

20〜29歳 66.5 33.5

30〜39歳 65.2 32.1

40〜49歳 65.4 32.8

50〜59歳 71.3 26.1

60〜69歳 73.4 23.4

70歳以上 76.0 19.9

満⾜層 不満⾜層

満⾜層 不満⾜層

全体

生活圏

性別

年代別

14.1

16.2

9.2

8.5

13.2

14.4

73.1

16.1

10.9

11.2

15.1

10.2

17.1

56.7

56.9

56.6

54.3

57.4

57.7

2.6

50.4

54.3

54.2

56.2

63.2

58.9

19.4

17.7

23.4

24.8

19.7

19.7

31.8

25.6

23.3

18.5

18.8

14.2

6.5

6.2

6.9

9.0

6.5

5.9

1.7

6.5

9.5

7.6

4.6

5.7

2.0

1.7

2.6

2.6

2.3

1.2

24.4

2.7
1.8

2.4

1.8

1.7

1.3

1.4

1.2

0.9

1.0

1.2

0.1

0.3

1.4

2.4

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下



2 今後の暮らし向き

13

 今後の暮らし向きについて、「良くなっていく計」（「非常に良くなっていくと思う」＋「少しは良くなっていくと思う」）の割合は14.2％。
 前回調査と⽐較すると、「良くなっていく計」の割合は概ね横ばいとなっている。

Q2 今後のご自分の暮らし向きについて、あてはまるものを1つだけ選んでください。(SA)

(%)

非常に良くなって
いくと思う

少しは良くなって
いくと思う 変わらないと思う 少し悪くなって

いくと思う
非常に悪くなって

いくと思う わからない 無回答

令和５年度 14.2 44.3

令和２年度 11.7 46.7

平成29年度 13.4 45.5

平成26年度 12.6 48.1

 良くなっていく　計  悪くなっていく　計

良くなっていく
　計

悪くなっていく
　計

3.2

1.5

1.5

1.2

11.0

10.2

11.9

11.4

35.1

37.0

35.2

33.9

33.6

38.5

34.5

33.8

10.7

8.2

11.0

14.3

6.3

4.3

5.8

5.1

0.3

0.2

0.4



2 今後の暮らし向き〜続き（属性別）
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 生活圏別にみると、備北地方生活圏における「良くなっていく計」の割合が5.9％と他の生活圏と⽐べて低い。
 性別にみると、男性層で「良くなっていく計」の割合が14.8％と、⼥性層を2.4ポイント上回っている。
 年代別にみると、若年層ほど「良くなっていく計」の割合が高い。

Q2 今後のご自分の暮らし向きについて、あてはまるものを1つだけ選んでください。(SA)

(%)

非常に良くなって
いくと思う

少しは良くなって
いくと思う 変わらないと思う 少し悪くなって

いくと思う
非常に悪くなって

いくと思う わからない 無回答

14.2 44.3

広島地方生活圏 15.8 42.8

備後地方生活圏 10.9 47.1

備北地方生活圏 5.9 56.8

男性 14.8 45.4

⼥性 12.4 44.3

18〜19歳 51.3 0.0

20〜29歳 27.9 30.5

30〜39歳 25.0 31.6

40〜49歳 14.8 44.5

50〜59歳 14.2 46.4

60〜69歳 9.5 55.9

70歳以上 8.8 43.0

 良くなっていく　計  悪くなっていく　計

良くなっていく
　計

悪くなっていく
　計

全体

生活圏

性別

年代別

3.2

3.8

1.7

2.1

3.2

2.3

48.7

5.3

5.7

1.4

3.0

1.8

1.8

11.0

12.0

9.2

3.8

11.6

10.1

2.6

22.6

19.3

13.4

11.2

7.7

7.0

35.1

34.5

37.0

32.1

35.8

35.2

48.7

38.3

34.7

33.5

32.0

30.2

42.5

33.6

32.3

36.1

42.7

34.0

34.1

21.7

23.4

33.5

35.7

39.8

34.6

10.7

10.5

11.0

14.1

11.4

10.2

8.8

8.2

11.0

10.7

16.1

8.4

6.3

6.9

4.9

5.1

4.1

8.1

3.2

8.6

7.3

7.4

4.4

5.8

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下



年
⾦
な
ど
の
社
会
保
障
の

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が

低
下
し
て
い
る
か
ら

所
得
や
資
産
な
ど

将
来
へ
の
備
え
が

減
少
し
て
い
る
か
ら

日
本
経
済
が
停
滞
、

衰
退
し
て
い
る
か
ら

自
分
や
家
族
の

健
康
状
態
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

国
や
地
方
の
財
政
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

地
震
や
台
風
、
⼤
雨
な
ど

の
⼤
規
模
な
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
か
ら

子
育
て
、
教
育
の
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

雇
用
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

自
然
や
環
境
の
破
壊
が

進
ん
で
い
る
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が

残
っ
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

　　　令和５年度 32.7 24.8 13.2 9.3 3.3 3.1 2.3 2.2 1.6 1.4 5.9 0.0

　　　令和２年度 30.0 20.7 6.3 11.7 5.2 4.9 1.9 4.3 1.3 10.5 3.2 0.0

※全体の値を基準に降順並び替え

30.0

20.7

6.3
11.7

5.2 4.9
1.9

4.3
1.3

10.5

3.2
0.0

32.7

24.8

13.2
9.3

3.3 3.1 2.3 2.2 1.6 1.4
5.9

0.0
0%

10%

20%

30%

40%

3 今後の暮らしで不安なこと

15

Q3 前問で４,５の番号を選んだ方にお聞きします。そのように思ったのはなぜですか。もっともあてはまるものを１つだけ選んでください。 (MA)

 今後の暮らし向きで不安なことは、「年⾦などの社会保障の公的サービスの水準が低下しているから」の割合が32.7％で最も高い。
 次いで、「所得や資産など将来への備えが減少しているから」（24.8％）、「日本経済が停滞、衰退しているから」（13.2％）となっている。
 前回調査と⽐較すると、上位にあがる「年⾦などの社会保障の公的サービスの水準が低下しているから」、「所得や資産など将来への備えが減少しているから」、
「日本経済が停滞、衰退しているから」が増加している。



年
⾦
な
ど
の
社
会
保
障
の

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
が

低
下
し
て
い
る
か
ら

所
得
や
資
産
な
ど

将
来
へ
の
備
え
が

減
少
し
て
い
る
か
ら

日
本
経
済
が
停
滞
、

衰
退
し
て
い
る
か
ら

自
分
や
家
族
の

健
康
状
態
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

国
や
地
方
の
財
政
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

地
震
や
台
風
、
⼤
雨
な
ど

の
⼤
規
模
な
自
然
災
害
が

頻
発
し
て
い
る
か
ら

子
育
て
、
教
育
の
環
境
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

雇
用
状
況
が

悪
化
し
て
い
る
か
ら

自
然
や
環
境
の
破
壊
が

進
ん
で
い
る
か
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が

残
っ
て
い
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

32.7 24.8 13.2 9.3 3.3 3.1 2.3 2.2 1.6 1.4 5.9 0.0
広島地方生活圏 29.7 24.9 13.3 10.0 3.6 3.6 2.8 2.0 2.0 1.6 6.4 0.0
備後地方生活圏 40.5 24.5 13.5 7.4 2.5 1.8 1.2 2.5 0.6 0.6 4.9 0.0
備北地方生活圏 29.3 24.8 11.3 11.3 4.5 3.0 0.8 3.8 2.3 3.8 4.5 0.8
男性 33.5 27.9 14.0 8.1 3.3 0.9 2.9 2.3 0.9 1.0 5.3 0.0
⼥性 31.8 21.1 12.3 10.6 3.4 5.9 1.6 2.2 2.0 2.0 7.0 0.1
18〜19歳 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
20〜29歳 0.0 43.3 10.6 0.0 15.4 0.0 15.4 0.0 0.0 7.7 7.7 0.0
30〜39歳 13.2 22.9 14.5 0.5 0.5 0.0 9.7 7.9 0.5 4.8 25.4 0.0
40〜49歳 22.8 22.9 26.0 6.7 2.6 3.0 4.8 3.0 0.0 1.7 6.5 0.0
50〜59歳 30.0 32.3 17.8 6.2 1.3 2.8 0.0 3.1 1.1 1.1 4.3 0.0
60〜69歳 38.2 24.6 7.4 11.9 3.8 2.5 0.0 0.9 3.6 1.0 5.9 0.1
70歳以上 47.3 17.0 4.3 15.4 4.4 5.1 1.1 0.9 2.0 0.1 2.4 0.0

※n=30未満は参考値。 ※全体の値を基準に降順並び替え

全体

生活圏

性別

年代別

32.7

24.8

13.2
9.3

3.3 3.1 2.3 2.2 1.6 1.4
5.9

0.0
0%

10%

20%

30%

40%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下

3 今後の暮らしで不安なこと〜続き（属性別）
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Q3 前問で４,５の番号を選んだ方にお聞きします。そのように思ったのはなぜですか。もっともあてはまるものを１つだけ選んでください。 (MA)

 生活圏別にみると、備後地方生活圏で「年⾦などの社会保障の公的サービスの水準が低下しているから」（40.5％）の割合が他の生活圏と⽐べて高い。
 性別にみると、男性層で「所得や資産など将来への備えが減少しているから」の割合が⼥性層を6.8ポイント、⼥性層で「地震や台風、⼤雨などの⼤規模な自
然災害が頻発しているから」の割合が男性層を5.0ポイントそれぞれ上回っている。

 年代別にみると、高齢層ほど「年⾦などの社会保障の公的サービスの水準が低下しているから」の割合が高い。



貯
蓄

住
生
活

食
生
活

教
育
・
教
養

レ
ジ
ャ
ー

耐
久
消
費
財

衣
生
活

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

　　　令和５年度 21.7 16.1 16.0 10.0 8.0 1.9 0.1 6.1 12.7 5.6 1.7

　　　令和２年度 19.8 16.9 18.0 8.3 5.6 3.3 0.2 4.5 16.0 6.2 1.3

　　　平成２9年度 18.0 17.3 18.6 9.4 6.1 2.7 0.7 4.8 14.1 6.1 2.2

　　　平成２6年度 17.4 14.2 19.6 11.7 7.7 2.5 0.1 5.4 14.4 6.2 0.8

※全体の値を基準に降順並び替え

17.4
14.2

19.6

11.7

7.7

2.5
0.1

5.4

14.4

6.2

0.8

18.0 17.3 18.6

9.4

6.1
2.7 0.7

4.8

14.1

6.1
2.2

19.8

16.9 18.0

8.3

5.6 3.3
0.2

4.5

16.0

6.2

1.3

21.7

16.1 16.0

10.0
8.0

1.9
0.1

6.1

12.7

5.6
1.7

0%

10%

20%

30%

4 今後の暮らしの⼒点

17

Q4 あなたは、今後の暮らしの中で、どのような⾯に⼒を⼊れていきたいと思いますか。特に⼒を⼊れたいと思うものを１つだけ選んでください。 (SA)

 今後の暮らしの⼒点は、「貯蓄」の割合が21.7％で最も高い。次いで、「住生活」（16.1％）、「食生活」（16.0％）となっている。
 「貯蓄」の割合は、平成26年度調査から上昇傾向がみられる。



貯
蓄

住
生
活

食
生
活

教
育
・
教
養

レ
ジ
ャ
ー

耐
久
消
費
財

衣
生
活

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

21.7 16.1 16.0 10.0 8.0 1.9 0.1 6.1 12.7 5.6 1.7
広島地方生活圏 21.0 16.2 15.8 11.3 8.1 1.5 0.2 6.9 11.7 5.7 1.7
備後地方生活圏 24.0 15.9 16.2 6.9 8.1 2.9 0.0 4.0 15.0 5.2 1.7
備北地方生活圏 19.7 17.5 17.5 5.1 4.3 3.0 0.4 6.4 15.8 8.1 2.1
男性 19.6 17.3 15.9 9.7 10.6 2.8 0.2 6.1 12.9 4.1 0.7
⼥性 24.9 14.8 16.2 10.1 5.2 1.1 0.0 6.1 11.8 7.5 2.4
18〜19歳 24.4 0.0 24.4 0.0 26.9 0.0 0.0 0.0 24.4 0.0 0.0
20〜29歳 40.5 16.4 24.4 7.9 0.2 6.2 0.0 0.0 0.5 1.5 2.3
30〜39歳 26.5 24.9 7.1 20.1 7.3 3.1 0.0 1.7 1.9 5.0 2.5
40〜49歳 32.0 16.1 10.4 20.4 6.7 0.9 0.0 4.0 5.9 3.6 0.1
50〜59歳 30.7 15.7 12.0 10.2 12.9 1.6 0.0 3.8 6.7 5.8 0.6
60〜69歳 14.2 16.1 18.3 5.8 9.9 2.0 0.7 7.7 15.5 8.8 1.1
70歳以上 6.4 14.0 23.3 2.6 4.8 1.9 0.1 11.5 27.1 6.1 2.4

※全体の値を基準に降順並び替え

全体

生活圏

性別

年代別

21.7

16.1 16.0

10.0
8.0

1.9
0.1

6.1

12.7

5.6

1.7

0%

10%

20%

30%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下

4 今後の暮らしの⼒点〜続き（属性別）
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 生活圏別にみると、すべての生活圏で「貯蓄」の割合が最も高い。
 性別にみると、男性層で「レジャー」の割合が⼥性層を5.4ポイント、⼥性層で「貯蓄」の割合が男性層を5.3ポイントそれぞれ上回っている。
 年代別にみると、20歳代と40歳代で「貯蓄」の割合が高い。また、「教育・教養」の割合は30歳〜40歳代で20％以上となっている。

Q4 あなたは、今後の暮らしの中で、どのような⾯に⼒を⼊れていきたいと思いますか。特に⼒を⼊れたいと思うものを１つだけ選んでください。 (SA)



買
物

（ス
ー
パ
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、
コ
ン
ビ
ニ
、

百
貨
店
、
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門
店
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）

移
動

（徒
歩
、
自
転
⾞
、

自
家
用
⾞
、
バ
ス
、
電
⾞
、

船
、
飛
⾏
機
な
ど
）

趣
味

（文
化
・
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
、

読
書
、
習
い
事
な
ど
）

飲
食

（食
の
安
全
・
安
⼼
、

食
材
、
外
食
な
ど
）

仕
事

（働
き
方
、

作
業
の
仕
方
な
ど
）

災
害

（情
報
収
集
、
連
絡
、

避
難
な
ど
）

医
療
・
介
護

（通
院
、
⼊
院
、

在
宅
介
護
、
服
薬
な
ど
）

家
事

（炊
事
、
洗
濯
、

掃
除
な
ど
）

健
康

（生
活
習
慣
、
運
動
、

感
染
症
対
策
な
ど
）

⾏
政
手
続

（各
種
申
請
な
ど
）

教
育

（小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
⼤
学
、
専
門
学
校

な
ど
）

子
育
て

（妊
娠
・
出
産
、

育
児
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

53.6 31.2 24.6 20.4 17.5 16.7 14.0 12.5 12.3 10.5 10.2 1.4 3.1 9.3
広島地方生活圏 55.0 33.7 24.1 20.4 19.2 16.7 13.4 13.1 12.7 10.3 9.1 1.5 2.9 8.8
備後地方生活圏 50.3 26.3 26.6 20.5 13.3 16.2 15.6 11.3 11.0 11.6 13.3 0.9 3.5 10.4
備北地方生活圏 49.6 16.7 20.9 17.9 14.1 23.1 15.4 11.5 12.8 6.0 7.7 2.1 5.6 12.0
男性 51.0 33.6 28.5 19.2 23.4 17.0 12.6 6.8 12.2 11.1 10.5 1.0 2.7 10.4
⼥性 57.7 29.1 20.1 21.6 10.3 16.8 15.7 19.5 12.2 10.4 9.8 1.7 3.7 7.5
18〜19歳 75.6 2.6 24.4 48.7 0.0 0.0 0.0 0.0 24.4 0.0 51.3 0.0 0.0 0.0
20〜29歳 68.6 48.4 30.3 30.5 12.2 6.8 14.7 21.4 6.2 10.3 6.2 4.7 0.0 2.6
30〜39歳 63.2 23.7 28.7 28.4 26.3 15.3 9.8 12.6 12.4 7.9 21.7 4.0 0.0 4.8
40〜49歳 64.2 26.2 21.4 22.0 28.0 16.3 8.1 10.9 5.5 16.8 19.2 2.1 2.5 3.4
50〜59歳 56.4 39.2 31.0 22.2 25.9 17.0 11.2 8.0 8.1 10.3 10.8 0.6 2.2 4.2
60〜69歳 61.2 35.5 27.4 16.8 14.2 20.3 14.5 11.7 12.9 12.1 5.7 0.7 2.9 7.3
70歳以上 32.5 24.9 17.6 14.9 3.4 17.5 22.6 17.1 21.8 6.1 2.6 0.6 6.4 21.1

※全体の値を基準に降順並び替え

生活圏

性別

年代別

全体

53.6

31.2
24.6

20.4 17.5 16.7 14.0 12.5 12.3 10.5 10.2
1.4 3.1

9.3

0%

20%

40%

60%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 デジタル技術で実際に便利になった場⾯は、「買物」の割合が53.6％で最も高い。次いで、「移動」（31.2％）、「趣味」（24.6％）となっている。
 生活圏別にみると、備北地方生活圏で「移動」（16.7％）の割合が他の生活圏と⽐べて低い。
 性別にみると、男性層で「仕事」の割合が⼥性層を13.1ポイント、⼥性層で「家事」の割合が男性層を12.7ポイントそれぞれ上回っている。
 年代別にみると、70歳以上で「買物」の割合が32.5％と低い。

Q5_1 あなたは、今の暮らしの中で、デジタル技術（AI、クラウド、IoT、スマートフォン、ロボット等）を活用して、実際に便利になった場⾯はありますか。あてはまるものを３つ以内で選んで番号を
回答欄に記⼊してください。(MA)



医
療
・
介
護

（通
院
、
⼊
院
、

在
宅
介
護
、
服
薬
な
ど
）

⾏
政
手
続

（各
種
申
請
な
ど
）

健
康

（生
活
習
慣
、
運
動
、

感
染
症
対
策
な
ど
）

災
害

（情
報
収
集
、
連
絡
、

避
難
な
ど
）

仕
事

（働
き
方
、

作
業
の
仕
方
な
ど
）

移
動

（徒
歩
、
自
転
⾞
、

自
家
用
⾞
、
バ
ス
、
電
⾞
、

船
、
飛
⾏
機
な
ど
）

趣
味

（文
化
・
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
、

読
書
、
習
い
事
な
ど
）

家
事

（炊
事
、
洗
濯
、

掃
除
な
ど
）

買
物

（ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、

百
貨
店
、
専
門
店
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）

飲
食

（食
の
安
全
・
安
⼼
、

食
材
、
外
食
な
ど
）

教
育

（小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
⼤
学
、
専
門
学
校

な
ど
）

子
育
て

（妊
娠
・
出
産
、

育
児
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

　　　令和５年度 40.8 31.6 24.8 22.4 19.9 18.5 14.1 13.6 11.1 9.3 8.6 4.8 2.3 11.7

　　　令和２年度 43.7 25.4 19.8 23.3 15.3 23.4 9.4 17.7 24.1 9.7 14.5 2.8 3.5 5.5

※全体の値を基準に降順並び替え
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Q5_2 あなたは、今の暮らしの中で、デジタル技術（AI、クラウド、IoT、スマートフォン、ロボット等）を活用して、便利にしたい場⾯はありますか。あてはまるものを３つ以内で選んで番号を回答欄
に記⼊してください。(MA)

 デジタル技術で便利にしたい暮らしの場⾯は、「医療・介護」の割合が40.8％で最も高い。次いで、「⾏政手続」（31.6％）、「健康」（24.8％）、「災害」
（22.4％）となっている。

 前回調査と⽐較すると、「買物」の割合が13.0ポイント、「教育」の割合が5.9ポイント減少している。⼀方、「⾏政手続」の割合が6.2ポイント、「健康」の割
合が5.0ポイント増加している。



医
療
・
介
護

（通
院
、
⼊
院
、

在
宅
介
護
、
服
薬
な
ど
）

⾏
政
手
続

（各
種
申
請
な
ど
）

健
康

（生
活
習
慣
、
運
動
、

感
染
症
対
策
な
ど
）

災
害

（情
報
収
集
、
連
絡
、

避
難
な
ど
）

仕
事

（働
き
方
、

作
業
の
仕
方
な
ど
）

移
動

（徒
歩
、
自
転
⾞
、

自
家
用
⾞
、
バ
ス
、
電
⾞
、

船
、
飛
⾏
機
な
ど
）

趣
味

（文
化
・
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
、
レ
ジ
ャ
ー
、

読
書
、
習
い
事
な
ど
）

家
事

（炊
事
、
洗
濯
、

掃
除
な
ど
）

買
物

（ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
、

百
貨
店
、
専
門
店
、

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
）

飲
食

（食
の
安
全
・
安
⼼
、

食
材
、
外
食
な
ど
）

教
育

（小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
、
⼤
学
、
専
門
学
校

な
ど
）

子
育
て

（妊
娠
・
出
産
、

育
児
な
ど
）

そ
の
他

無
回
答

40.8 31.6 24.8 22.4 19.9 18.5 14.1 13.6 11.1 9.3 8.6 4.8 2.3 11.7
広島地方生活圏 40.9 32.3 25.3 21.3 20.3 18.4 15.5 14.4 9.8 9.5 9.3 5.3 2.1 11.5
備後地方生活圏 40.5 30.3 24.0 25.4 19.7 18.5 10.7 11.3 13.9 9.0 6.9 3.2 2.9 12.1
備北地方生活圏 41.0 27.8 20.5 20.1 14.1 19.7 12.0 14.5 17.1 9.4 9.0 5.1 2.6 13.2
男性 43.8 32.5 25.9 21.2 22.4 17.6 14.2 9.5 11.2 12.3 10.0 4.7 2.2 12.1
⼥性 38.9 31.0 23.0 24.4 17.5 19.9 14.3 18.2 11.1 5.4 7.0 4.6 2.6 10.3
18〜19歳 24.4 0.0 0.0 26.9 26.9 0.0 24.4 73.1 0.0 24.4 0.0 0.0 0.0 0.0
20〜29歳 25.5 41.4 10.3 21.7 52.7 24.7 16.1 18.2 13.0 17.0 5.8 17.3 0.0 2.8
30〜39歳 36.3 36.2 16.6 21.3 20.6 21.8 11.8 29.1 8.2 10.7 21.0 25.0 0.0 3.5
40〜49歳 38.2 30.3 21.1 20.1 27.8 16.7 15.9 17.8 11.6 8.7 16.3 5.3 1.3 6.7
50〜59歳 41.9 35.9 27.4 23.9 28.1 16.6 15.0 14.3 7.7 9.5 7.3 1.8 2.0 8.6
60〜69歳 51.7 34.9 32.1 24.8 14.9 16.7 15.5 7.7 12.3 4.5 4.1 0.5 2.3 11.1
70歳以上 39.8 24.6 26.6 21.9 3.7 21.2 11.4 7.3 13.9 10.4 4.4 1.4 4.6 21.7

※全体の値を基準に降順並び替え
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年代別
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11.7
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25%

50%

n=30以上で
全体＋10pt以上
全体＋5pt以上
全体－5pt以下
全体－10pt以下
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 生活圏別にみると、すべての生活圏で「医療・介護」の割合が最も高い。
 性別にみると、男性層で「飲食」の割合が⼥性層を6.9ポイント、⼥性層で「家事」の割合が男性層を8.7ポイントそれぞれ上回っている。
 年代別では、60歳代で「医療・介護」の割合が51.7％と高い。

Q5_2 あなたは、今の暮らしの中で、デジタル技術（AI、クラウド、IoT、スマートフォン、ロボット等）を活用して、便利にしたい場⾯はありますか。あてはまるものを３つ以内で選んで番号を回答欄
に記⼊してください。(MA)


